
老子に於ける道と生活との具体的的係について
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人間が物的存轟であるより人格白雄三衣であることに意義を認めてきたサ洋では、′篇に分化を通

tやて統一一を撤見せんとする坤にその横軸的特色をもってきた。具体的生活体験を通じて笑壷を端

的に把捉し、人篤を去って自然の生舟を惑指し．ようとしたのである。従ってその素均も多くは含

蓄的、象徴的、飛澤的、断片的である吾に、概念的′円柱に偏してしまった現代では殊に容易に理

解されす、学者から却って誤解され、少し漂い休隙亡もすぐ独断、独善であると排斥されている。

老子荘子の如き且その尤なるものであろう。さなくても、その蕪なる遭、燕巧、無我の消息は常

識生活では容易に分らす、言辞で表現し′難きに賞てをやである。

現代人は口を開けば不祥の．腎、懇豪には論叩かなくて泣崩的であると蔑湖するが、忠恕と論理と

は不離のものであるから、頂汗でも論理を．無税するわけではない。論理的ノ且索と体験を積む中に

自然に得られ－た深遠基富な直机で、丁の点だけ紅言辞に記しブ二乱含蓄的象徴的となり、叉莱裸的

断片的であったのでおろ。従ってその中カら稿町的持霊をいくらでも抽出し得るのである。粟津

の思想家は論説や概念的JlP酢の能力や限界を正L解し．ていプ丁二ともいえる。躍ってはrめから知識の

体系を立てるというやうなことを間宮にしノていたので托ない。老子が澤を苛ぬるに、丹謂形而し

学的ノ酎桂をやっているやうに兄たるが、それに表現上の閂昔で、ヰ釆輿茶についての知識などを

問題にしたのではない。箪なる酎仕上の町甘亡はなく、壬生活しつ什潮に‾らI三づく「無我」の罫電二7〕、

ら出発している。この点を明かにしない巧、捉釆誤解が多く、こ石巻門㌫草書でも不油化である

と謂えよう。

そこで東洋の思想を研究するには若井とも甘念n遊戯を去って、その一語一一語の含む漂い件旗

を吟味しなけ和はならない。然るに「肴イヒ」一辺倒となっている普代学者傾向では、学問は芙践

と瑚机ノて、概念を明折にしノ諭甥を清密にし法則を探求し、知識の体系化といった科学だけが学

問で、軍民的なものは非学なりと錯覚している。この近代学の独善的な辻妄ドいいかげんに打開

されてもよい頃であろう。本笛は：、点、重篤、燕戴、無欲、宇宙の生命といった言葉で宏現され

る老子の「遺」を人間生清との旦件的淵柘に於て少しでも明かにしようと1るものである。ここ

に老荘といわないのは両者しつ生清態変に自ら多少の姜其のあることによる。

I

春歌より鼓同時代の紀子持上り甘拓言の－不安迷妄苦癌斗尊の現実を机沌しノ。：玉子は、人間はそ

れ等の中よ　北京されて自主自由となるべきであるこの三群を抱いた。・立し．てそれを生活の改薫

や乱射軋度や社会改造等に弐めす、その釈締り原因を人間の束に搾く沈潜して、徹顕した内省に

求めたのであると乗用、考えろ。

人間は自我にめざめると自己を他よ恒乱立した存在と考え、自ら牲設を作ってその中に於て考

え行うようになる。自己は自己で守らたけれ甘成り立たないと考え、「寵乱し、辱蒋下、得之苫常、

失之菜磨。」CIDして「貴大点者身。」の状好である。その久しい結果、小レ己、紅千静こして自己の

芽をありのま」に調査すると、慮、悼、不平、不安、依頼、意J也、欲式、嘘俗、怠惰、虚栄、耕
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他等々の混乱したもので心ることが奇才。従って生清のどの一一一点をとってみても、金（物）で苦

しみ、人と人との勘柘に癌み、仕事膵措ニ）の意義を契って、翼につまらない人生としか思えな

いこととなる。

勿論これまでになろ間には、呵謂教育もうけ、多少陪話にも志し、撃詮思想を研究し、自己を芋

いもの、しっかりし一たものにすべく努力もしている。その間多少は心持も窟かになっていろらし

いが、止めるJ二於計の淋しさがつきまとう。それ等の学詮や指導原理、精画科学、学匠的教育や

学問は、理論や落葉としては筋立っていても、それが自巳の生活の中に入ってきて、混乱した気分

生請を紙＋し、竿人生の指導力となることは宕易ならす、叉それ程のカもない。老子の時代に於

ても、紆墨にともに王里懲梼科を失い、自己欺捕、虚栄侶善的なものとなり、却って扱滑な賢際豪

に利用され、「諸侯の門に仁王存す」という如く、支配階級の如碑へと堕指して、人間の本項．に

対する日野　なく、その指導力を失ってしまっていたのである。

そこで自ら承認－ト嚢7、生甘夏理を二立ててみるが、亦その日唐がぐらつく。その中に、これは配合

や妬青の軌隋イ予理から自己の塵清も混乱するのであると考えて制度論を称え、暗には社会革新

の運動且考える。その半面蓬に何事も容儀的な因果億町帰して、自己に関する茸任も罪悪も世に

転媒してしまうようになる。かく一方には自己の内心を修めようとし、一方には外界の状態を整

埋しようと試みるが、何ともならす、たゞ田鮮荘労が筍るのみである。そこであきらめとごまか

しノが起り、自己だけが惑いのではないと自らの欠点を貰うして自己痔護をして、それを唯一の緩

りとして、こ吊旭に耽㍉′まい琵封的な自己であることに牙らたかったのである。

自己に′少しても憤旭を認グ）ている開且自己に生き日射抱認め、自己が生きよう自己を鐙かそ

うこする㌢－、F配の恥出棺固くし（缶鴇謡諸総譜当他人蛸してf紀のかこな
ど閲二を以て砧正したけれ訂自己が存立しノて行かない之考え、その枠用こをしなけれはとらない。

そこで「壷昌之貨1計左石坊。」LIL）で、こ√〕茂か固くた行はなる程、生命しウカは下東にされて、生

活とのものは行詰って行く。まことに「人之一連、其□固久。」（JR）であ，ろ。

「答英美於欣沼。」（呵で、欲を止めれ付人生首僻の美学は溶けて燕イなるとは知りながらせ、lL

め得か、のは、欲よ。更に溌㌧湖に在って欲捕っている「我月禦霜豊吉音譜豊里：老）
に上る。「我」は上倉が素直に仲迂一二をす、調子よく成長しない姿で、「我」がある限り欲をし．た

いわけに付かす、何時も人間は不安を覚え、看取で淋しくいぢけてしまう。「我」と「不安」「執着

」「欲」は同じものの異名か、互に連続したせ、のであろうか。「手打があると自他は別々のものとし．

て隔適され、瑚葺対抗が必ず起り、そこからちら中る人間の問題が山来るのである。「遺＿は「我」

とは両立しないもので、「我」が砕け活けるとその後に「遭」が起る。苗より素数道徳法子捏二可、

に萬「我」の処分に格蒐していたといっても過言ではない。そこで「道」を明かにする雫には「我」

の研究をすればよい。（老子は「我」て‾C「もnCつ正佃二㌢いCは徹晃した内省に於ける匡泡とLr計謎に

はもま≡り元しこいないが、「我」をよらなけれは道が明かにならないという意味のことは随所にうかがえ

．二°・。）

「飛」融洩ぢない詫びたいもので、外聞からいかに張東な力を以てしても砕くことは出翠かノ1。

姓に外からの力に「我」が少しでもあると、こちらの「我」を刊興し挑発して益々「我」を：つの

らせ強硬にして、どこまでも対抗するのが「我」の粋性である。（今まで「我」に悩まされながらも

その在庫に責付かない為、貯遠の手当は音一ウキ加えこいたのしCまっる。）「我」を砕く唯一の道は「勲子し」

を出てするより他に方法はない。「我」が「無我」の引接にあうと、こちらは自己の「我」に気

付かざるを祐なくなる。こ」に「無我」の人格「無我」の数にl妙なる働がある。老子は「聖人之

不病、以其痛病。昇以不病。」（71）といっているが、自ら自己の病、姿に気付くことが道がわかる
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唯一の放せおる。（岩手」錨らrr詑」をいかにしこ酔い！こかにはふれていないが、道の師、遺し頂によ

っ⊂気付かさ打二こご二∴′黒。孔子ま克巳r生活をHC志芋より「従心新釈不払矩」という域に「我」を

溶いたが、i子は儒笈胱佗説や、不可思議吊丘て層を黙いることこよないと考える。こrl一子荘子C侍記、晴に

師承の十分知れこいないことは追懐こ品三、。又こ仁恵館に於て「教」か巨］覚の土に柾めこ重要な地位をもつ

ことを詳述すべきでもるが、紙筒の甜含てこゝには音階－「こ。）

「無我」なるものは「戴」に‡寸するとこの苦悩を憐んで救済の慈悲心を起す。「我」＿は童の光

に照され「無我」の慈悲に薫ドて自らの霊に気づかごれて自己を憐塊する。犠梅とは自己の「我」

に気づいて愉悦し、自ら乱1．で罪の茸に任ドようとする票である。即ち自己の生清が内面的に行

詰って、もはや＿生きろ煩的寺路なしという遠ドになって、自己重体を投げ出してしまう。この時

「我」の卸ノ、殻が砕けるOである。「塞其允、聞其門。」（5こ）といい「挫其錬、解其念、和其光、

同其軽。」（う6）というの且欲の泥でこらる「我」を砕く意味であろう。ここに亘って真価的に苦悩の

税源がはかれるこ′ととなり、下環されていた養しり自己、生命が生き尺わ、道か崗かれるのである。

等は生命のあたりまえ（常）勘活みのである。老丁には「帰る」とか「環を知る」といふことを

屡々言っている。（「三調芸々、事拉耳摂。悍折口静、是謂復命。復命日常。不灯儲妄竹凶‥‥‥」（∫ホ）とか、

「円其光、復l稲耳的、担遺身殊。．芳謂茸竺営。」（1ご）こいてこいろ（つに皆「我」か、砕かれ⊂生命の常態に帰る

こ∴を知るべきことをいつたもnLCおる。「知借」て封1け「段々丁殆」であるが、用を灯らざるヰnほ

「我」を固執するから妄作とな膵Jてもろ0）これ却ち「我」の迷妄か溶けて生企そのものの姿（遣）

に囁ることで、この統u一精一者を犀く抱くことである。これによって生気を湛え、清浄なカの惑、

疇かな気に満ちた生命そのま」の清朝が起って、色々な徳が限りなく現われる。「錆王者、自損、

揖之又揖之、以至於無窮。勲篤則勲不筑」（帯）である。老子の言辞の半はこの撼C働を称えたもの

とみてよい。さてこ」に徹毎した内省は「燕我」を寡乱せL〕樟このでふ′。

】r

さて「我」が砕けるとあらl命る不寸不足が無くなる。不寸不通点自ら好んで′私うわではなく、

これを無くする方法があ和げ無くしたいのであるが、その見当もまたなかった。外剛の生活はい

かに車幅そうな事になっていて守、二不手不星がある以上、人間の車幅はその中心部に於て破壊さ

れてしまふ。長い間外勘の事情が此方の注文渾わになることを求めたのであるが、（封套Cつ組織

や制度、霹清や仕寛、拡辰¢苺にLCも決LC自巳（「思う這．りになるか打てほないD描閏の人為カ、自己r思

う通りの都合のよい八開になつこくれるように鉄棒L運動し⊂担つCも、時節を待つCも押駄な苦労である。）

外側の変化によって不平不足を燕くす・‘1こと且甘塞ない8才こで自ら悸若し、心の持方を変えて

努力してもも一はや躇隻である。克己の睦夫には瀾固な首悪と軸まと等力む作わなけ弟．ばならす、

心の括方を三誓えようとするとその下から限りなく不平が起る。不平不足は自己に慣伯あカ資格あ

りとする所より叱るもので、生きろ寺借なしとして投げ出して「無我」に気づくことにノ於てのみ棍

纏からこれか解治される。老子融1軸足不毎、知止不殆、可以長久」（岬といひ、更に「鍋莫大於不

知足。各英夫於欲得。故知是之足、環足実。」（46）ともる。こ1に「足」というのは心の持方を変え

て現在に満足するという括命的意味ではない。「こ柁－「亡はそのやうたことは山裾ない。老子の「知

足」は「無我」では不足が起らない慧鶴に解すべきである。義子には「知姓」より更に深刻な言

葉がある。「不敢為天下克。」（明「後其身‥‥‥外其身。」（7）というキうに音下して低い句に身を遣

くの法人化の窄虚よ　来た慌率持た下ではなく、「或」の溶けた者としては許よりも上位に立つま

い、衣食住は最下でよい、稚位身＿封まもとより自己の姓名すら無いものにして、生かされる生命

のカのま」に進もうとする抽化され充実した圧の自己の頗からである。老了のいう「曲別登、柾

則正、窪則盈、蔽則薪、少期は、＿多粧惑。親メ悪人抱一一、筑天下式。二村j鬼弘明。不日連敗彰。
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不日住鉱有功。不日砕鉱よ。」（二ご）も持して功利皇描法を盟て壬「葉こ迫瀬畑＝茸べたせノのと解

すべきでなく、瀞下して、たとえ守「トて童′を昔1、て隼［三：チエも、斗完ヾ∵カと守「「いる－Oに茹す

るものてないことを許トニたものと解づべきでこて。

「我」ジバ穿けると心の薫で滞るイこ平声兄が請けて、共にl祇1二倍一二二心r〕牡技と動反し、菅茄で

妄念妄想に起らなくなる。即ち「致蔚担、寸描誓。」いり）て、ノLr〕中1裏芸で、心の中に入り禿るも

のは少しももて会さず、その時々の当面C⊃事を適∵切に聖埋丁もことに専念することが比布、更に

それ等を自己の生きる萎：こさえして、生き薫きとした活動をすることが出尽手。「天神怖以生長

且久著以其不自生。故能長。」（7）でちり、「無焉則燕不鶉」（4S）であり、「天之道不等前妻膵。」（73）で

ある。

苗超の如く「我」は：生きることが順調清澄に進行しないで、そこに停滞が比塞、こ摘二出栗、生

命の調子の狂った様々な姿である。そこで「：柁」が溶けるとその後に生命寸、栗r）姿、生きること

の本調子が復活してくるのである。弄塞「葺きる」ということ甘笛謎では自己の力て生きている

とl且うが、自己自己と自己だけを帖にして弟たるのは「子Lj c′勘である。「郡．」カ活けてからは

自己の生きているのは、実は生かされて生きていることが分わ、生さる樹と生シナ物上が一一つの

ものであることが含り、そこに自己の生育について（従って4品こつ11て）これ意て考えていた

口とは全く其った考え方遠tp方アロカて空ろ。今までにE‖也の連合！ヨ：長く射「Hとも．ので、モ『幸封二

掛で隔てられているように出現したものが、相通ドた一つのもってもったことが耳、り、現1．を押

去ぼして終には天地を貫き－一切11こ渾する宇宿の生正こい　廿までに凝ドた自己であることガ当、ら

せられる。てこで「寺田か溶けることと、「無我」と、十当のカ（生存）に気仕いて自己がそれ

に生き現すということと、宇宙の生′釦こ述する、道が分．丁、ということとは同時にⅡ原音ことで、

一方だけということは花束にない。

老子の遭、筏の白鳥体詔は此の如き事異によったものでJう芸と一定、は：考える。

Ⅱ

：を芋はHう、

有物混成、先天現生。寂今実や。独工両手改、鞘諦日丑。可以巧天下督。告牙九其者。敢横

寧日遭。瑠璃之名日大。偏）

道は永久不変の実在で、凡てに瀾恕こ行き亘って普遍的に存在する或音物に、そこからあらやる

毒物を生する於軸勺な生糸であり、木鉢そのものでおろ。

正之不見、名目夷。克之丁聞、名日義。持之イこ帯、名「］徴。此三者‾不可致詰。乱混雨鴻一一。其

上不敗、耳下イこ妹。耽々′不可名。梗痛於燕物。（切

迫は人間の知覚を麗適した運然たる－一つの存在で、道そのぜ一の：］二「生物」C、なにもnてもたい。

その存衣の状態は「燕状之状」「燕物之象」て、又「惚恍」と机1えら。即ち

道之焉物、惟恍惟博、恍今惚今、其中着物。惚分恍今、其中骨祭。蛋分冥全、其小官品其浣

甚眞、其坤有后。（ゴ1）

であって、叉「遺可遣、非箱遺」（－）てあるから蔓は相柚粋こ表現され封朋知でもたい。「天下之

物生於有、有意於鶴」（40）といえば、道はよた「無」と机、たる。「燕」といって紅存在を否定

した何も燕いという意味でなく、和束的な何物でもない詫対骨沢の玄妙なもので亮廿亡おる。「遺

神前献上文事盈、沸け似万物之宗。」u）といっているが、遺骨神慮といっても単なる基底1二はな

い。生命そのものて、生釦ま鮮あるものでなく一切に逼乱した空虚なものであろ。盈ちた抽走っ

たりすることなく、いくら櫨つこも去きることはない。これによって相対碁ル生成化青が行われ

17



る。この別法白描相よりすれば道は「玄能」という・、こき大建に勤めて旦疲れ襲えることたき榊京

的別台である。（「封軒死。是謂玄牝。玄牝之門、是謂天和土樽。森々君存、訂之打数。」（6））髭了に

見通に生介て万物封抗体的に．その生糸を分有するものである赦す、相対希の現象を笈とか仮とか

は考えていない。然し篭HJも摘たせつで五両的ないづ紅亡もたい。即ち通と万物と布地係は一一・

であって二、二てあって一一という研謂「不二」のl弐係に承ると詳上る。

遇の本質か逓べた壱千日二更に「・‥‥・大日遮、逝［コ違、連日反。」（ご5）と、いい、「万物甜乍、宮上ノ．

勧其醇。」（16）といって、革には「反」「複」の作用があることをいい、更に「反常道之動。」（叫と

もいって、道は自らに出てて仕丁を行い、その功に居らず自らに反るものである。即ち道の勘は

自律自傲て、そこには原因ヰ目的もない。則雄因はづべて「我」の作篤より生するもので、道

にはそれがない。即ち竜且「撫馬」であり無我無欲こある。従って道は全く自由自在の働をもっ

ている。「遺葡無為撤無‾不日。」（37）・亡ある。老子は更に

大道氾分、其可左右。万物得之以生面不杵、功威而不名有。才こ茸万物而不巧主。」（31）

といい、子生之音之、生面不有、餅n杯侍、長浦不幸。」（ru）といっているのは、よく道の「勲丁口

上無我」にして停滞することなく自主自由に創造鑑に働く姿を述べたものである。

「孔徳之官、推量キ従」とあるが、人間は道と対葺した存在ではなく、入棺が道を体指してい

ることより人間に茶ける道の働を「徳」ともいう。（合しノて退社という）「狩生之、徒蓄之。貴

之育之・‥‥生耐不有、寄稿不侍、長雨不等、是謂ヱ推。」（51）といっているのは、人間の触∴道の

姿、働そのものてあるとの謂である。

万物の霊長たる人間揉菅この道を自覚欣認し、この徳を搬渇するものである。遷、徳これま自

己そのものであって、人間の生きるということ、生清はこの道、徳の具現に在った筈である。

址

道を俸認しないと、人間の封封］瀾対的のものこ何かを相手どるところに成立するように考え

る。人間は誰で　生きる動こは色々の柁昔か必尊て、その佐朝が据かねと生きてゆけないものと

考える。その票、金や物を韮潔、名誉や地位を決めて九や欲を似かせ、怒柑嗟策謀仁数かぎわを

悉すのであるが、その叶えた條件でもノ望、うようにならない。

自己が生きて居られるのは：権件が其偏して生きているの亡はない。生れたのも條椚附ではない。

自己の力自己の計らいで生れたのでもない。一朝燕條件で生れ生かされて＼へるのである。自己の

知や欲で生きているのではない。自己の心懸や三封寺で生きているのでもない。人間はたゞ無條件

に生かすカ（遭）の燕量の恩恵（働）によって生かされているのである。老子はその象徴に嬰兄

を以てしているが、そ握ヨ：嬰兄は「燕我」で、無條件に生かされている姿であるによる。（抑つ子

に苅する愛が照条件の愛で、それによっこ子に育つ0親n愛拍把易で持とうとし⊂求めこ尭たもnてにな

い。雪二雷そのものが好条件なも∩で、そ口広ナ、好辺な勘う、親を通じ、また子の生命r中に嵐い⊂いるここが

わかる0）「我」「欲」の働で生きているように且えるの且全くの錯覚であり迷妄である。

人間の生れる事生きることが無條件で造ると同時1ノこ、また死ということが無條：件である。無佗

件ということは付糎灘ではあ用べからざる事と彗えら紅、何削條件つき（緩羞悪霜）と
なっているが、これは外面から見た上のことであって、人間華界は勿論・、宇宙一一一・切の事か万軋無

條件というのが署の異相である。老子は万事族件滑であるのに、それを燕條件として心の持方を

変えると楽だからそうせよと数えているのではない。耳の眞椎か無條件であるから人間の生活も

無倣件町隠れといっているのである。

さて、道は宇宙の生育であり琉一分化の到達的放泥で、わこ。人間はこの道から分化したもわで、
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弘という身体は壱わま」で正はよた迫を抱いた有東であり、字一古を了鋸－た封そ、としての私であ之，。

宇宙と我とは二づでもつて一一一・つてあるといえる。従って卍．！三l二放つせCでごこつて定ならざるもので

ある。老子はこの所を「天下肯柏、可1ゾ月末下位。許諾其日、以血貴子、既知井手、笹守其蕾、

波身不殆。」し5ニ）といっている。従って芝了は「焙る」ということを屡ぺ・いう。この点を明カに

することが典條作の生清（二道の生清）の瑠話であり、人間の信念n碑班てある。然るに机三、五だ

けのものとして分化打柏だけに拘泥菰沸して、菅泰C釈相と¢言杭卸を圏。つてオ許のま1に生きよ

うとする所にあらゆる人生の問題が起て。今そのた念によれて高津二上鮭飛」「無欲」にづ、、てケ

少しく楠足しておく要がある。（老子に出拝欲をいうとと射二「見嘉抱枕、斗私竺拾」（用）というやう

に寡欲ということもいつ⊂いる。そこで老子Cl軒欲は賢（三賞欲で芝三，という。（杜五指匡41匡吾等真二やこの

他）それで注「欲」や「我」C－一部分を認め⊂いることとなるので、正子C㌢年にT買」－な寸，rlノ、し「⊂了う。

「欲」∩生活しか知らない恩慰史家がそrl尭場で合理的に描こうさ＿するか「二l無欲を貰私とニュ、ようとするに・C

もる。「無欲」の真相を明らかにし七い為で‡、る。老子√、凛欲に勲針で一一㌢「去〕‘繹二にすぎふいと飢王君え

石。う

人間は罠、．、闇の生活雪切断、ら自身を大切にして塞上のはよいが、其l里、ら韓遣って日月弔満身

で守らなければ生きて叫ナたいと考え、自己を自己だけの￥．nこ考える再より款が也った。欲を

やわば立ち行かない。如何なる欲をしても自［上を守らぬけたらないと考たるやうになった。そこ

で無欲というと、腹か減っても食はない、塞くてせ。着ない、振くても寝ないやうにする、それで

は死んでしまわなければたらないと考えるらしい。又「燕乳」「燕欲」になると人間に働か取やう

になり人生に張りが強く輯白味か無くなると疑うらしい。それは∴故這いである。腹が減ったら食

い、疲れたら休を休め、病嘉には手当をすることは飲ではない。モ頼］こ「頗」というべきもので

ある。人間は宇宙の生成化苛という願によって生かされているもので、この歌と顆との二つの事

柄を明かに区別しておかないと凡てが聞達に宿り易い。簡革にいえば、自己は自己の姓名を抽ヂ

てはいるが、自己の管酎仝叫禦寺品綜㌣）’から託されているわけである0それ舶己で
守らねば生きられない存在ではない。自己を守らんが烏に自己一人孤立して心配する必要はない。

其処には全備としての愛の働が必ず起って自己を生かせているのてある。そこで自己は輝子な毒

をもたないで全力を志してこの狂されたものを天助に育てて全休の．鶏になる仕耳に邁進して一′わく。

これが人間の本願でス宇宙の願である。道はこの討軍を示し、先立は嘗てこれ．を体現している。

この事実を信ずることが信念で、生きる枕木であろ。信念に寄集の認知によるもので紅斉はをも

っている。革なる心の笛方を買えるとか、恩を楼義で固めたものや、珪伝的なものではない。

その信念は現在の自己の境遇がいかにあろうとも、自己をかくあらしめているカの思慮を嘉射

出来る。この感謝の念は道の働を故も誠実に体得する所に動く心持である。そ頼こよって人間は

通に赦し宇宙と一つになることが出乗る。自己のノブを鋤かせるにに伯逮ないが、それを自己だけ

の力とノー封はす、自己のカであって自己ならざるものの力であることを知って、それを働かせてゆ

く所に中心を還き、それに最上の檎他を認えてそれを感謝し、結共の如何に拘らず岩′七として進

めてゆく所に道の生活がある。燕條件の生活は：この信念を土台として偶人の上に豪産の上に社会

画家、華界の上に、或は物の上に心の上に、その他色々に瑞一題の上に星間して少くのである。

身体はもとのま」で「我」が溶けていると宇宙の生育がその・ヱ1に現われ宇宙と－・つに通い、孤

立した自己でなく世界万人の力、万物の諸が自己の所に集ってくる。即ち「大下貼」となる。自己

の恩ふこと焉すこと出現某の凡てに響く。従って自己だけの地位名誉たちげろことを力まなくて

もよい。自己の所へだけ金や物を究めることに恨まなくてもよい。重く融逆自在の自己であるこ

とが気づかされる。広の自由でふる。（自由ということを自己以外Cつ物の束縛よりの腑放なりと考えC
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いるうて、エーわに人間丁的半化した考え方によるも「で、自由の宗鑑眺一一詳「すぎた。巳正を汐にする臣「

日こ甘己∩入船二よる㍉舘でこ其の自由は「訳」〔、押脱でユ仕れに王らぬ。そこにタ仲りとノ右′とそ梓膵どこ完

成されろ真∩□由デも′ニー。）これが道の許でユろ。（こrr一気仕丁ユー1∵ライ二HJ’野花」の守半丁‾話すそ、も∩しこ、

例えげ『苫　田るつ：im　に「‾ろとか、剖隻に而うねは‾な「．たというような教∴方とH遺。「孜」をその

まゝにしこは少々？手当し二はよくなる害カ∴ない。）

食事一つに就ても「飛」ですると、自己のカだけで自己が食うのブごビバうことになり、人から

の御馳走にしても、その左だけの功と思うに通年、ないからその味悠こ小さく、多く焦不平を伴う。

「我」は凡て物事を相子的にみるから当然である。道を以てす和雄壬りたき感謝を以てする。「無

我」であるからその食事が伊せられノる・よでユこ霊ごれた多くの働を惑するから、その食事の中にこ

もっている天地万物－い切のものを味うことか出栗るので不平の起る隙がない。「私物や金主の取扱

にしても、自己にすつ物且自己の物でしらって自己の物で甘ないということになる。自己たけの物

ということになると岨末な取扱にもなり、階級斗羊へも菟妊する。この1∵不二」の軋係を自覚し

たものにに物にも生企む認め、一一円の金一枚の紙の1甘いに斗妙味甘肯きないてあろう。

人間か珂骨柘に於てむ亦然りである。「我」のまして揖自己の寺子親友でちると自己を中心に．

した注文イ酎隼が出て、その通りになら亀と不是不落が出る。「不二」の幸亮訂′二立ってはじめて

笑に清らかな豊かな親しさが生れる。

仕事（抜業）にしても「我」の中だけの仕事であるから封甘こもなり、やり甲斐もたく、何を

しても意味がない。そこで何か僅かでも自己の遺以外〇］托すると「生而不省、甘而不侍」とは、

反対に自己の功と名とを忍してその趣印を押す。これは政治のやうな仕事になっても同じで、自

己と仕事との問に隙が生する。「我」か溶けていると、たとえ小さい仕事でも宇宙と通じた大き

い意味を以て響く。天下を支配するやうた仕事をしても別に諒ること威張ることもない。たゞ出

来るだけのことをする。それに栗心より喜んでいるので、心身悦楽してするから余り疲労もしな

い。「我」の溶けた人で昔から怠惰な人はなかったといってよい。

又心持の上に於ても心配や立腹が出来ても、自己だけのものではなく、自己だけで惜まなけれ

ばならぬことなく、宇宙全体の組み合せでその時自己が心配や立腹をしなければならぬことにな

ったやうなもので、独り責任を負ったD心配し悩まねばならないことはない。宇宙と共に生き、

宇宙と共に働き、宇宙と共に遊び心配し喜び莞しむこととたる。自己は自己であって自己のもの

ではない。そこに自己だけの烏に紐解や心配をしなければならねことはない。自己の一軍幸一投

足にも宇宙とのぶ應がある。従って自己を諌かにしてはならないことも分ってくる。「イこ二」の

虹は衣食住や金品や人との間柄、一仕事の問題ばかりでなく、山川革木景色といった所謂自然物に

ついての妹も「我」の場含とは全く変らされてくるのである。

道の生活には事う相手がない。′篇に自己の手許を自由に支えて万事に処することが出乗る。

「我」では堅く露日月劃まって強そうで某は轟くゴツゴツと相手に当るばかりで′行詰る。老子掟道

の働をよく水に讐へ（「上登こ短く。水萎利万物耐不頚。処一県ノ、所悪。故珪逆。」（8））又昇酌を以て示し

ている。水は相手どるものが燕く実に自由で何ノ亀へでも体を移して行詰ることがない。（「天下上

玉亮、馳鴨天下土石玉。……出於無有、入於燕乱。…・・三言是以如無為二着嵐也。」（43））そして下へ下へと

流れたい－．つの願をもっている。道の心持は自己が柔かくなることである。すべて生命あるもの

軋末弟がその水質であり又働である。（「弱者道之周」（40））柔弱であるから自在に伸展する。（この

意塊より「八之生也亮弱、其死也強j望。茸牙ここ生協亮脆、其死地村藤。故監強者ダ［之従、柔記者生之徒。」

（Tb）と説いこいる。）葺力という事でも自己を中心にして、これだけが自己の味方とすると、他は

昧力ではないから芽カがあっても自己の芽力以外から脅かこれて強敵の兢芸に漉せられない。張
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弓弓猫‘潤とた′つ揖手こ碍いってはなくて紺「ような嵐71：ナこ研7∴iうそl。てて、「我」が砕けてい

才，て二階手ごるものが無いかちぢ弼柁超えて無敵の宣甥に立つ。「ノ含懲之耳、比於苛丁言等討手贅、

紺17打瀕、攫甘ド鳳，」5コ）も、それを象徴した言葉で、喋り自己廿何者に－こ傷つけられることは

たいのである。

木骨亘には何の口的標準もない。無口的肛一切目的といった「素」的な働が選の働であり叉無

乳無條件の生活の窯である。「我」の見地では分イヒ対立の相だけしか見えない。採って相手どる

何か目標を立てそれを固執していたいと生活が成り立たない。そこで対立は一暦きわたってくる。

帯法分化の諸相を包零し、対立の和を固執したりそれに凝滞することなく、それを超越して全休

的働となっている。人間も「我」が溶けて自己と生合力とが「不二」の詔詔をはじめると、相可は

明瞭であるが、ヲ漆てどちらでたければということがなく、それをきわだてる必雪がなくたろ。北

の如く価が且こ反って活動している晴二は、老子の研謂「明電苦味、進澤彗月、夷革告茹っ上襟票

谷、衷自署尋、環徳砦不払、理法砦像、賢置若緑、大方．村田。・…‥」卸）でもり「ナ戒寸’√夷、其酢不

整。天盈彗沖、其甘不帯。ナ貴書潤、士巧謂班、大類書的。（15）である。（こゝにいう購、進、英、土

、天、広、聖、質はすべこ遺〔l薫き女持した言欝でもろと私に附し⊂いる。≡二子H、打んて逆説r帯を土cc

いるCつてはない。こヌ1が聖（「隼甘こもろ。）これ号北嶺立n†侶こ接かけて停滞している下士の賞と笛い

て太いに笑う呵Ⅱである。（壁骨つヨ点す判細二㌔そ、と－径Cつノ、リを崇えろておろうが、「我」に置つ

「巨cc「票悪予窪め、F的遠　にな’っ取と芹葦焦檻にfL．［てられる。これが「押花」i「ユニつて、生命エー（1も0「勅

になるこ、重点111肯き所がフ：－1わつこ、睾華韮昔日、「我」という狭小ご門に於Cで甘訂Cに吉！、広ぐなつ⊂

二にろnLこ一口に言うことも出来F、又こう琶ごろ1くこもよい。（だれ竿に拘荘しこいここ牛愉受擬溝サ完の

てもろしラ1ら）rr＿‾九で何事ていちらに　酎きうて．とれ、強いこどうてなけれにならたいことなく、心に省指が

日華、荒い甘亡もrアご視るこ！二1田平、＿′シしボンヤリLJこヌケアのてHこてこい牟こ∩霊ガザ1。謹二千苦二丁一覧

にこ（「精（霊∵き一語Lつ削音詩といつノ’こ群て三澤L7こも（つてあろうと梨に岩えごいる。）

さて、あらゆる四線が薬中してt一点に帰すろ伸二我々の今の是清′星もろ。その鑑星が加軍り相

である。てjL焦無口叶こお　無手㌢ごLもろ㍉守柊や目的でなされる坐高黒木当に生きている√」・こ

H、ない，小さな！、閏の考てわざとこしノら∴∵いろ肝である。或るF一局両売けむ重く∵み∵、「r）

佃r）あらIも封77、無甲たるカ所（全作）を頼みたい旦清でもろ。現しリつ当山骨から冊勘　隔「

られ生食の中心に加圧ていない生活でもる。捉つ二堤の丑き甲斐も悪ぜ現しす、何時も亜射ない

有持て墾ほれていたけ紅はならない。

生ほ且この自己全株を提げての日々の脹笠である。現も　外に削勺も「盟仁も手投ももろもので

はなく、自己そのものの中から湧出する登銅二部なる情厄を利用持して葦むので去る。そ握は

市沢温よ　凝れ圭ぎかることであるが、生釦こは外に臥執すべき冒的も普隼もないので、注ぎ

か和ぎ罵ることを一知って、それ等創り成した物に停滞安住することなく、それ等をとび祉えて愉

く。私塾ということは′生育　道　の勘で、外物こ停滞安住しないで進折首である。そこに生甲斐

も惑ぜられ、本当に仕事紺雄、人生の無根鋤少趣と柁えざる新鮮味がある。この酢こ得られた

偉大なる直観や内所的調和つ感触珪iら韻語（請）の表現となるもみて、それが老子の言持てあ

ると拙文考える0（王子Cつ管には有韻しつ文がタい。エーLCこれが古いもので王子（二′言霊とされ⊂いろ。だし

そけ有賞は官話に麿する為にこの群をとったもCってもる（武内氏老一丁潮音）といわれ⊂いるが、これに詩の

境二也や、東尊的悟遺つ見地と黙潤したものlC・、私のやつに解し⊂王子．つ文（つま賃だ三がよく珂好出来る。Tては

ないかと思う。）

そこで自己の同異に集っている金や地位や凡ての物は生舟の創り出したものではあるが、それ

等の物は宣命か∴韓の甥鞍ともいうべく、底の自己そのものでは；射「。馬つ自己崇それ甘つもつ
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駐韓竹′、、甥ドニ丁′苓烹㌔せた生命の升で、井倉に力がもれば現l・等の輝こ拘泥したいで（「禄丑遺著

‾ドグ㌢盈」′15）て㌔ろU寵はこれに拘泥し顧持すf昔だ：らろU）それ等を生命の管として軍に首れ等を親機

1－「葦むのでも，ちが、そのカが生命に乏し．いと、ヌーれ等に苛性して、その下積となって襲亡して

したち。「措甫盈不か黄門。柑甫終之、不可罠樽。金主顎堂、莫之瀧守。富貴一面癖、日章其督」（9）

と旺その外物に覇滞するが雪である。そこで「功戒名浄身遅」という「芳之革」によらればなら

ぬ。こ」に君というのけ隙持．というようを拍樽的晋でたく、功成りて宥らすと同じく、功名に停

滞したtへで生釦r尺って清軍湾進めてIやくという甘叫に稀すべきであると彩は考える。人間は早

くよりこの点が穿ちなくなって、管の自己を菓発して年嵩の軍点をそれ等の物に置くことが筍二

の天性の如く登って了った。その賃金や珊位や名誉やその他自己の同園を牝押しノて惰値を屯め、

叉それ等が且うよう尻ならねこと牟自己が行詰ったノ二幸え、そればかりに苦悩してそれが人生で

あり生首であると錯粧して撲って翠たのである。老子ドいう「名単身執朝。卑輿甥執多。得興亡

執靖。散華琴必天骨、孝荘必厚亡r．」‖4）と。勿論それ等の物リ有るに壊したこと放ないが（蕪け

れげ無くこやつこけけ三、爪でもる）現l悠生命の君としてであって、それノ自身に縄対の慣値がある

ので焦なく、櫓伯は現t等のものを創り廿ルた生命力（帯）にあって、ニ紅等のものに邪摩されては

ならないlつ生倉その寸のの働とそれ等の物とをかけ代えて同列にさろべきものではない。これこ

そほ何物こ　代え珊い宝て∴もって　才子nRう「遺著万物ヱ埋、軍人ヱ揮学、不要八之弼悍…・‥」（喝とJ

自己と柱この貫とさしてい　のでもろ。かくて自己全備0生企カを発揮する曙には不惑であって、

外を耳．ねるに及ぼす、全や地位や名誉や仲人の黒、感や自己の性格や出嚢の艮し黒し等に拘泥する

ことげこ一つもたく、巴の攫舟のいらざる軍荷の巧打管領することがなくなる。こIに立って老子

の同値鯛をみるべきである。老子且笛講的生活（「鞘」）よりすれば、人の甘党するものを否定し、

管堂すろものに樽崎を見出し、若の言辞も甚だ浄瀾的で、慣他枠を顕倒しているという。然し老

子は好んで形而上撃的に否昔苛を革んで慣値を郎倒する言辞を弄しいるのではない。「無衆」よ

りする事の匡潤を語っているま1である。

帯の生活リニアの人の生命が重体として非常な清輝をしているのである。（所謂本気なのである）

これこそ芋結境地であり、半的人格の全雀牌である。夏写術もこ1から獲れるものでなければなら

ぬ。従って口端の豊沃で　て凡と考えられる葦にも仝生命が打出される。そこに無限の妙味が出る。

（即ち環状と門である）これが量の坐高の環態である。そこに平凡が非凡となり、小事が大部とな

る。これが眞雪でもろ。（仝生命む打出すといつこも、－胱pこと、こることとは道と正反1、jである敵、力

まなく⊂そこに貧睾う揮われる。）は巨」「欲」が枕木的に砕かれて全休として働く人格と生活には

一群の実現し難い「香」を伴い又威光をももつ。（侶象m画に後光があるのほやはり衝の光とカを具

体的に珂わす窯町貨でおろうq）この苛と光によって道の心法東軍に周囲に樽わり、道の心を呼び

起し、それが一つに閏合して働いていっているのである。

自己の生活は自己の生命がするのである。そこに積極的自律の緊張味を覚え、屁の自由を得た

涼がある。！少しノも童喝を感じない天地の中に立つ雄々しさがある。そして力むことも強がること

もない。賢に柔かであ男胸、である。綾かで沈あるが笑に張い。それ融可物でもないけれども→

切である。

我々の存在の堂礎である生死が既に無條作である。死んだ人は限り無いが、固より生きること

も限恒無い。自己は無限の死と無限の生との一つになっている新に立っているといえる。その勉

が自己の生活である。葦に鮮曾減がなく、無限であり永達である。この生と死との「不二」の有

様が増の生輝である。増に生きる者にとって怯それと帥こ永淫の酌や〃淫焉竣不和植雀があ
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ろお汁で誉た＼′へたいつ

Ⅴ

老子は相対の事を祀ないように、関係した1．へように、猫いて花村の境触こ甘］うとしているの

でH．な1Jへ。甥等界焦「有無相生、難㌢相成、長屋梢形、高下常闇、苦芦田和、備後相撲。」（2）で

あり、叉「凡物或行或軍或欧或攻、或塀或属、或挫或鰐。」（頭であり、「璃卵昌之朝偉、帽分摘

之呵伏、執軸其極。…‥・人之葦、其日間久。音以聖人方而了こ制、廉而不劇、直面てこ邸、光司不輝。」

（∴ぺ）・亡、万物7鱒皆目軍的存葬であることを認めている。繹吋で，ちるから偶々別々の青木、有燕、

敢魂、羊黒、茸醜、利害等々の相対風が雪に見えたり全く無意性になるのではたい。：老千は

寧ろ珊瑚のす物に苦悩し、この苦隋をいかに聖埋するかと、そこに凄頭し．ていろ中に攻笹に緒笑寸

の世界からともいうべき光明がその中から輝いて全体を照し出し、そこの重光が自ら一㌢しノて門

を倖課し、それを語りもしノ記しノもしたものでもろう。葦によって三呪われたものに！∴何一つとして

無了味なもの焦ない。それが無官慨でなるのせ「我見」の働からでみる。それ敵に「聖人腎無賃

之一㌧、行不言之数。」（2）であって、「手を且」の働をしないのである。

登請の中璃芭可の帆光が輝き浸射十仁‾刊tげ雫る軍用軍のもの等がよく見え、その取扱が行田

くやうになり、舶甘酢こ益々澤入りすることが出乗る。即ち「無我」によって、分化された規整

界0円に潜んでいた紘F一の力（生介カ、遣）が清澄に働くのであるから、うHヒされた硯一失焦一厘

よくわかる。相対性を避けるのてはたく、一暦そこへ溶け込んで掬けるやうになる。（遺（つわから

たい略に；こ何事とも一つ二七1ず、「我」（（贋C「中で、粁∴・了界を隼側からは浩一P汗式リ仁机評酢に顆托∵二C、

そしつ物事つ瑚裾唯もわつ1らなかった口でもる0）そうなることによって花村の叶う：一一暦搾くたって

くる。（甘対デモ避汁るやうでに÷G絶て、i二‾〔もCへノ（（ヰ身も嬰な怪しいもC†ノにたつこしまう。）莞子はこ

グノ、二l音也を一筈け請の如く実現して「塩其雄守其班、篤天下拓。巧天下妥谷、環應不離、相席於嬰見。

一旬其白守其黒、甘苦下式，焉天下式、常徳不意、復帰柊．竹垣。知見墨守其導、篤天下谷。笥天下

芥、常恵乃足、彷焔於撲。」（望月）といったものと租］二考えている。（鳳よ別ヒされた相Jミ・）界Cl諸相を慧

咋し、畔は一これを紅一する生命力、絶甘モ訂味するも（つと考えるむ）この剤圧するが如き二つの軒敦の

JL拝が一一つに動いて何の凝滞もない。そこに日、無限の動と華に燕首に♂二瑞裾：ごうろ。これが道そのも

√ノグ〕働で、そr〕甘江である「無我」山危地の不望窯ともいうへき働かもる。「弘：」そのままの気

計てユ到底わから亀軒亡ある。

童別と平等も「我」を働かせている晴且蔓‥別といえは茎別に囲われ、丁等といえは平等に堕し

∵差別をよく見ない。即ち「天下皆力嘆之焉美、斯薫己。菅知蜃之等羊、斯不意巳。」（2）であっ

て二、「我見」で且美なるものに執着して他の美が見えず、却ってその蓑なるものが苦情となって

悪くなってくる。

例えは安子を思うということに就いても同酢で、道の省清になると登別が無くなるから苦手も

望わなくたるやうに考えられるが、それ法妻子を忘れてしまうので払なく、要子のみに執着し．て

患う時の心の憶が沿えて道に釈ざした清い要に自身の心が何時までも保てるやうになったことで

あらわはならぬ。道の生活では凡てを愛する。それに妻子か忘れられる筈はなh。即ち凡ての一

つとして妻子も愛せられる。そうなることは妻子だけを愛していた時に比して愛が薄くなるかと

いうと、そうではない。凡てを愛するということは「我」に釈ざした今までの愛の中に潜んでい

た樹のもとになる不純なものが浮化され、凡てに及び得る種昨な変になったということである。

買際の生活に放てはもとより一人一人に対して愛を現わしで一夕くのである。凡てを愛するから

とて口前の千千を萌かにすることはない。口前の妻子を愛する璧しノ方が凡てを愛する心持三桁塞
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しない讐　ユて呼する昔「圭でおろ。響子に顆して今まで浣執竃した不純の環で、他に対して支障

を橙す琴であったのが、巧の′翫与になって渾化され、許に炉瞳のない更を屈すちゃうになった

苦味で、これこそ事当に要子を且うことである。雪子だけに聞えられて漂凡てを失うこととたる。

一つの芋なる鞍のに関われると凡ての業なろもの桔黒くなって了う。一一つの美なるものを凝し

てしまう口車こ凡ての茸なるものが1一時！こ塞るのでちる。「匂衆人之祈憩」は一切に囚われない所

で、そこが一切のものの葦町中でこもる。「聖人技其項而男児、外其卑属身肯、非以其燕私邸。故

苗ヒ戌其君。」′ワ）というわけでもろ。

澤の生活に葦桝に関われ亀研揉おろが、塁閉融琶矧に環んする。窒制の和はどうでもよいとい

のではない。堂判の欄リ必然で、その！酢こ布川’器ない。それをモr）ま」に認めて両もその葺

加の酢二円れれろ壇たく自由である。必然に．して自由、自由にして必然、それが同時・；′こそこに凍

るのが章の発語の妙である。搾って澤の生活では宥燕を埠れ栽栗澄托し更には死生を超えて、そ

とに一句蛸肯潤して音声捏γ踏査（帯）に生きろとともに、同時．こ、看燕の軍制は一層鮮かに、彼

戦は乱れす、生町刊借で少し．も混同されす、生かされて生き、死なされて死んでゆく生命その

ま」の充賀した無限の仲損が声－ろのみである。

攻に老子の章の空言焦甲骨的野蟹な産前Cやうに詳解されているが、そうではない。寧ろ段々

進沸して人間の4m：一一肴高い投精に進んブご何てあると考えられるの道の生活では「燕我」であ

即、ら、色々な事物の」当崗二よく柚、；）、札ての味を拝しく清く豊かに味わうことが出裾、偏し

たりひれくれたりせす、人生の十江を貫荘ぐ逓んて、出るべき川、到るべき所へ到るという所が

ある。故にへ冊の生活の麓も堆辛芳達した投階で、軒壇的野貿なものではない0たゞ道の生清で

は同ド穴芸をするにも「飛」ですむ場だと誓ってくるので、その心粗？溜められ無限の豊かな味

をもっているので自然に貨石が軍神質素になり（場合によってはコマ食か乏しくなしこてもこれカ冨檻に

ならない。）宍良性の如伸二拘らすその旦清の暁は十分味わ＼へ摺られる0（古辛道に生きた八は多

く管素た牢描1LCいろ〔つも、学位珊二が「卿乱！てもらから、大住に有〔r現言亘数封を自己∩所↓野哲に

防拙こ隼1こ即すこ，ことにならたいで、それを仙∩払呼∴方へ貯巨こ‾ノうにした品て、置（つ埜清と衰賓とポ

不離というわけではをいり許され上に二誓－′ウな生活こ、‡匡しむ√「て㌫る。）遇の生冨廿自然生清の「Flからにじ

み出て自然隼甘折畢ノ請れ僻め∵咋くもので、自然音清を無視づろも（㌧でなく、叉それと循奨し

たり矛盾したりするもしつてはない。

首の心持に一一切の打わ江から自由にせられた大冊蓬命の窯である。従って一一一切の文化を包容し、

生企力を契っている変化たして文化たらし．めるものである。如何なる文化C桑もそれを否認した

り、それと矛碍しノ浄肯したりする態婁且散る五重はなれたいもrって、一切の肯定か先立つ。一切

才二肯テLLノていて昏々の葦の相に混乱がならす、凡てが畢印されて着々と進んでやくやうにしてゆ

くもの猫芭（生企、無我）の推力である。それはあらl肛㌃執着に囚われ亀のであるから、道によ

って柏めて文化が幸当の進展を蓬ぼてやくわである。蛍といえば俗には文化の県姑的状態に酷重

するも¢）にか　に見られ号ハが、そんなものでは：なく、一切の文化の段階を通じて道はそれを裏

づけして行くもので、如何なる文化とも矛盾したり衝寒したり且しない。近代文化が行詰ったと

いう芦をきくのは首を燕職工、遺わ票づけのない浮澤の如き文化なるが故に行詰らさぎた得ない。

君子の時代lて・黄ても同じく周文佗打席爛行詰に際した。老子はそのやうな文化が却って人間を憲

していろことを認め、すべてが形式化して世杭で且我欲と虚麿との余りにも搾刻なことを痛感し

た篤、文化をして文化たらしめる薄に帰るべきことを強調し、その烏、無知燕鶏を云い、形式化

した仁義や′F、閏の慮唱を増長する知や学を斥け、愚になる（雪は無我に反る）という深刻な言辞

で所謂文化を罵倒して、そこに言辞の昔に出した所が見えるのである。文化を無税したも打て桔
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ないと礎・は考えている（「亀諌胡蝶　の崇拝U等考のと竺即ノた苦で、分圧さ．出㌫1打脊カネ

「ず，√グ昌二号桂一∂r，。

（結1

老子に於ける道の判子は人生nU笠ており、何等の曖陸無理もとく自己モ充訃こ生かし自己全

休と完全に管葦して叉杢仕と一一つに生ききっている。そこにに∴封言忙左聖二や棒力乱軸的なも合

はなく如軍の相で、軍に遷徹した一筋のものによって貫かれている。（但し中ロつ古典、殊に恩憩

衣の書物にはそ1本棄n思慮から弄瓦l誉化した塞源「附加したも（二や、古い琵（？震入したと考えられるもの

が相当にご〕て0ニ芭子にも÷れがもって、粒へ一㌢貫言、法1二言とニー、r⊃れ二、も（「、掛澗紅責、利他壬生琵有識

の如きも（つか往′亨にして見えろCつで、二一（つ，喜こ誤判して竃えらかぬけた「っない。本篇して　老子C萱の心持と

拭脱したい寸、口を引常圧ていノン（もりでおろ。吊、中田（（音典には言日吉かご、り、又漬代「且聖警世C阪（ナ

琴化と考えられろも〔や、替写盈刊による誤脱もある仁で、こr重層さ、rつCナノナ文丁野㌍車と要てあて、。）「勲

敢」はその－一朝口許が問題になちな、ノ1日rll！榊持賃用で、圭介1自らたて戒二進冥こ順うもので

ある。（これに対して、都南ということ出口二、台光を七、ト庁と圭∴二「二しここけ、仁子昔いうこい∵自己n

筈力で良くして肯こうとする’・ユ、き方で、莞子つ甘エーこれ竿LへlLコ一、．子方，1二：二tn〔主？ふ。）

人障匿HP∵1∵帯評決一二∴寸「って起封王木原廿か別行：二せん′：二うつむン宮仕十丑造む遊動二寛

ぎそこがあろ。両翌二！二二ともにそつ沈拉工色でも：ノ、それ∴帯に▼る人′モし′二瀞底さ薫刺さに於て宕易

ならね半月は∵y㍉っ然しノ軋手工謎がいかになっても、自己り蔓清′工その中に放て差障が麗らす、

酢今r〕一一日とし′て恥ぢない発信（即ち「無才皇」5雪空から建窯して自己のもClは甘己のもらであてて宍

何一つH己し1もつで定いという絆蕉した生乱二なしてていれば、J一旦遇（「l如何にかゝわらず、自ら進んて革んで

仕芋が田夫、いかなる人にも町第一キi、lて聞しんて号ノけるてもろ　0）になっていればよい。即ち利の囚わ

れ惜r困わび皐の囲われ法の関われ　教n芋矧二いりないこここは、す㍉てnmtれから訂脱しても、浩

軌ということゲ前桜に箕っていることで、これつ酢ここす0）から解隠し．て匠の自己の天地に生ききる

事になっていればよい。これが老子の持♂働である。このやうなものが宗孜と呼ばれるのであっ

たら老子rバ巨了巨、宗書と－【謂えろ。古代二於てけ言敦も苺旭　法律も一一休たろべきもCJであっ

たのであるが、人家の簑「上三と－いこ「こ浩二封と：したが、二十ともに巨柁」の連妄机1破して自由

無碍な軽の自己加匪才せんとする羊蹄己音容賃とするもグ」である。老子に∴首を一一つしリ沖（神とい

う言霊は仁レ＝つ「勺容工持つ言霊てもり、しナノ上も十は二、年え㌘けるカHlつも亡㌧LC、訳ノラ（二甘清¢廿縫さを

も自由さをも貰うごここ事が‡）る0）として立て」信仰LTン可皇としノ、罪の子、賎惰、慈悪、救済、極業とい

った用語形式によって呵謂芸訳と開御することをしないで、あくまでも人間性を張れ芯ことなく、

現皐の野人を立てて人間面日成に寮てF圭自店た人出串琵禄という点に窺て解決しようとしたの

である。（こ〔つ点、中再的てらう。茂って、≡こ子：よ㌣－待て杵仙恩憩に結び一二号られ、ニ民間¢某朴な信仰

や信教博‾にこ刺戴され！二道烹cT徒が、こ一r苗荒的走れを芸子に烹め、道教に駄粧してゆくことも首肯出来る。）

然し遺、無我の捕眉に宕易に分らない。榔謂円筒生活にありふれた喜怒㌢楽愛棺慾の心持なら

ば一皆日々やっていることで、話にしてもすぐわかる。義子仁）表1見しようという境地は普通の心持

を超えた童のことであるから、喜怒哀楽し引品こ訴えての詔では何にもならない。いわば重く新し

い世界（然し匡はりこLrノ′＼苫潮ユ甜車∴別。つ界てlにない。）の摘且を現わしているのであるから、

話の材′村や筋意や舞台や投熱雲：似ていても、現われているのだ晋甘京議の生活の横臥ではない。

普沖精誠の生清は二晩に′行詰って、現t・を投出して求めて終に興えられた新生前の有は感じを現わ

しているのであるから筒歳の考え方では所詮牙る訳がない。（又言語文等は常識Cつ道－！i、で、翫談での

共通した粁除亨心持ア買1寸「け都合上いよう「籠達しているう1、それを恕えた柾目なものを諦すことけ困
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畢旺折がある0）そこで老子は、形而上学的卒論と考えられ上り、社会箔篠の僻見や本能の満足

であると曲められたり、滑趣的内幕の無い虚頻発『黄義や澤なる蕪雑枕童義、敗等薯の括新玉や

毅然高踏の狼等姑否定的エゴイズムであると誤解されて来たのも、「無私］の泊且がわか吊堆い

廿ごある。そこで末流や摂徽者には似て非なるものも沢山起る軒現である。然しその新生活の事

皐は動かすことの出来ないものであり、叉人間の感得カは霊妙なもので、モ姓が何時とはなしに

感得せられ、佃人をも社会をも救済して停えられているので去る。

この新世界は桝な所に在ったのではたく「無我」が必然的に生活蚤住の上に常に現われるやう

にな射射こ開かれるもので、道の生活によって自己が－→番自己らしい自己にたるのである。故郷

を走押して放浪苦情した者が領こ自ら帰拍二いと怖れている故郷胡乱且グ）やうなもわである。そ

して「無我」の気痔がよいものであることはガ的人が多少は宣箪して知ってもいることで、雪

は万人の求めている遣瀧のである。（！こrご「天T安手知而寛之罷行」く恥Cまっ乙。

′篇講の見地では人間の生活封綱的なもので、何かを相手どる畔こ成立するものであるから、

その間に於て生清を比韓的に青く清く美しくする巧に素数とか普学とか重術とか文学といったも

のの作塙があると考えられていろ。（これ等（つも〔（つ人生に当る態度にも色々もし「て、自己全体を封てせ

ず、部分的に一面からのみ頭わ中でノ、生を斑扱っているつては、いくら精錘これ透徹さjtた所まで進んてい

ても、すC：や出薬事の為に弛れ、すべて手湖決して封じない敢清の力を持たない。それては、不買、渦しさ迷

もどうにもならない0）然し等雪はそれ等相対の田われから自由になって肝如、ら救われた鞭に匠の

華美荷が生するので、「我」をそのま」にして外物の力を仮っての葵しノさ焦、茸しく見えても湾

があって、すぐ禁なものになってしまう。

生きるということは肉体が呼映したり脈樽がありさえすれば生きているという、そんなもので

はない。そ頼ま生理的に生きているにすぎない。人間には生理的とともに性甥的生き方がある。

道の願によって生かされて莱た人間は道の顆に慌つこ道の心を心として生きねばならない。それ

があらゆる生活に現われて無限によい調子が出て、自己、人生を讃美することになって本当に生

きているということが汁l乗る。

人間は道を明かにしない眠り人生は夢である。その夢中に夢を見てあら一二もる「我」「飲」に心身

を肯する。然し多く射りうようにならす、偶々且うようになっても摘みにならない。道を明かに

して榔こ立てば外物に弄ばれずに垣の自己で自由に生き得るのである。質の人間の社会は虞の自

己を知り、人を知り、人を愛し、人を饗しむ純金で、その賃には「羊達者不按、要地者不睦。子

孫以璧祀不傾。修之於身、某社乃質。條之於蒙、其徳乃余。僚之於鞘、其徳乃長。傭之於邦、其

推力豊。倍之於天下、其徳乃晋。」（54）で、華北の平和もこの根本から出弄する。これを賽想現し

て英姓の出現や制壁といった外的力にのみ期待する薯は生命のカの何者たるかも知らす、社告の

創造的眞理を解せぬものである。今日教育や政治は勿論、あらゆる平和遥動、道徳運動、文化遷

勤も、その租底に於て「我」を捲して、「遺」より「無我」より出発した信念のないものは薯い1

かげんのもので、だめである。天下の垢を受け、天下の不辞を受ける者にしてよくする所である。

（例えは戦争散薬ということも古豪すべての宗教Cつ読めてLヒまない理想Cつ世界でおるが、その為にはその回

が迫の固となり、国民が無我無欲の国民となっていなければならない0相手を括たす人、性のない立軌こ立ち、

自他一体の動きが国を挙げて動き出すより他に適法ない。絶調平和の迫を命事けて歩み出した国は世界民族

の希望の光であり、その田を失うことは人置0光明を失うことで、世界のノ、狂う、そ打田を立ててゆかなくて

ほなら氾と思うようになって戦争成東（つ田は立ちゆくのてある。「我」をそ0ま上にして、単なる平和r埋

ぶや戟事故紫の宣言だけではどうにもなるものて：よない。）

老子の「退」は紳酌路ほど唯心的である焉完、現代罫庁の唯物矧機械的且椎しか出奔ない物
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的人間？こ之牟謂、．1て人間的で盈十せ・太笑す1てちうう。塵等工人猪と　誹こ！二㌢酌量ふていろから

でもる。そこで現代輔全判安こて九、－・の研究′批判三焦眉宮l二な㍉つた∴衝／∴売出∴昔「上呂

自王は賽疎て立誹、環境乃井川三は万通触手ア高二／、情の成力甘之を斜、V‾曲れたい。自LLだ貯圭し

人用生育力の稀薄となっていること今巳より甚だしきはない。生舟カモヰたない文化法人間を事

する眞の文化ではない。老子もその昔この点た言帽的こ自省し、て【托筑つこし、「無」む孜は抱え

られたわである。

人間というものH皐は宇宙の生育の環も進歩したは尖端を進みつ」あるものである。生育の働

は故もよく人間に現われ、その力も、その美しきも、豊かさも人用に於てこモ充分；こ見られるも

のである。大冊を適して燕帯の生育がその営みた逓めてゆく。老子の書法即ち、この遠動の記錐

でもある。それは「燕飛」の　点に基的されている。無我、無低作は「道】の極意である。

鮮




